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ＡＥＤ屋外設置事業

ＡＥＤを２台設置している市内

小中学校 22 校において、２台

のうち１台を屋外専用ボックス

に設置するもの。

Ｑ　�どのような場所に設置するのか。今後の設置

見通しは。

Ａ　�３年間かけて、毎年７基程度を設置する計画

で、学校開放している学校を対象に、外での

活動が多い所を優先し、順次設置していく。

設置場所は普段目に付く、分かりやすい場所

を検討している。

集落支援員設置事業

和賀・川東地域の計８地区を対象に、地域づくり

組織と共に集落点検を実施し、課題解決の支援を

行う支援員を委嘱する。

Ｑ　�集落支援員の具体的な業務内容や自治会から

出されたテーマによって支援員は変わるもの

か。

Ａ　�集落支援員が実際に課題を解決するのではな

く、地域に入り話し合いを促進することが基

本的な業務。支援員は出されたテーマに合う

人を選任する予定。短期間で変わるのではな

く様々な知識がある人を探したい。

市民後見人養成・

育成事業

成年後見制度の利用促進を図る

ため、市民後見人養成講座を開

催して新たな担い手を確保する

とともに、本制度を必要とする

方が、必要な時に利用できる体

制を確保する。

Ｑ　�市民後見人の育成目標人数は。また、来年度

の市民後見人養成講座の開催時期は。

Ａ　�市民後見人の育成目標人数は、令和７年度か

ら毎年 10 人ずつ養成し、令和 10 年度までに

40 人を目標値としている。令和７年度の市

民後見人養成講座は 10 月以降の半年間の中

で 40 時間の講座を予定している。

自治公民館整備費

補助金

住民の自治活動の助長を図るた

め、各地区にある自治公民館の

建物修繕およびその施設に必要

な備品の整備を補助するもの。

Ｑ　�令和６年９月の決算審査において、エアコン

設置も補助金の対象との話があったが、地域

への周知は。

Ａ　�毎年４月に各自治協議会を通じて、自治公民

館へ補助金に関する案内をし、修繕工事など

の要望があれば、９月までに申請をしていた

だく。修繕の対象となる具体例としてエアコ

ン設置に特化した周知は行っていない。

北上市重層的支援体制

整備事業

住民が抱える問題が複雑化、複合化している中で

従来の支援体制ではケアしきれないケースが発生

している。これまで関係機関および地域との協働

で個別の支援地域づくりの組織を行ってきたが、

さらに個別支援と地域づくりが相互に補完・連携

し、より暮らしやすい北上市を実現していくため、

社会福祉法に基づき取り組む事業。地域で孤立し

ているような方が地域とつながるための参加支援

事業、課題が複数の分野にまたがるケースや解決

が困難なケースに対し、全体的な支援の方法を割

り振りする多機関協働事業を新たに実施する。

Ｑ　�この事業はなぜ、市直営ではなく社会福祉協

議会に委託するのか。

Ａ　�社会福祉協議会と市が両輪となって進めてい

くイメージをしているが、社会福祉協議会は

これまで、各相談支援機関とも関わっており、

また、地域に出向く事業も行っていてノウハ

ウがあることから社会福祉協議会に委託した

ほうがいいと判断した。

地域みらい留学事業

生徒の県外募集を行う高校と、

地方の高校へ進学を希望する中

学生との合同説明会への参加負

担金を計上するもの。

Ｑ　どのような目的でこの事業を行うのか。

Ａ　�黒沢尻工業高校は県内でも有数の工業高校で

あり、当市における人材育成を担い、市内企

業にも多くの人材を輩出している。現在の人

材不足の状況を踏まえ、当市の産業振興にお

いてこの事業に取り組むことが有益であると

捉えている。

クマ・シカ・イノシシ

対策事業

放任果樹の伐採などの生息環境

管理や、クマの出没原因分析を

行うための地域住民との集落点

検費用を計上するもの。

Ｑ　�伐採、刈払の実施を想定している地域はある

か。また、作業量はどのくらいか。

Ａ　�和賀町後藤地区においてクリの木の一部伐採

を行っており、令和７年度も後藤周辺を想定

している。作業量は伐採が約 40 アール、刈

払が約 100 アールを想定している。

9 5 5万円

拠点間交通運行事業

令和７年度より、試行的におに

丸号口内線の平日毎日運行化を

実施予定であり、その委託料を

増額計上するもの。

Ｑ　�おに丸号口内線の平日毎日運行化に至った経

緯は。

Ａ　�移動の自由を保障するためにも毎日運行すべ

きという話が出ており、利用者が増加傾向に

ある口内線において平日毎日運行化を試験的

に導入する。あわせて朝の通勤・通学にも利

用できるよう運行ダイヤの見直しも行う。

4 8 5万円

過去最大予算512億円過去最大予算512億円

『住みよい北上　住みたい北上』『住みよい北上　住みたい北上』

シンカ （進化 ・深化） 予算シンカ （進化 ・深化） 予算

当初予算は内容・分野が多岐に

わたるため、予算特別委員会分

科会において常任委員会の所管

事業ごとに丁寧に審査していま

す。

9９万円

１１４万円

1 ,759万円

157万円

139万円

6 0 0万円

　　　予算特別委員会を開催

令和７年度の注目事業をピックアップ令和７年度の注目事業をピックアップ

 

３月３日～６日に行われた予算特別委員会分科会で審査した中から、

各分科会での注目事業をご紹介します。

※各事業の予算額は１万円未満を四捨五入しています。
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　令 和 ７ 年 度 予 算 を 可 決令 和 ７ 年 度 予 算 を 可 決 ‼‼
第３０１回

２月
通常会議

ユーチューブ
「２月通常会議」

項目 収入 支出

収益的収支 35億3,134万円 35億1,304万円

資本的収支 17億7,857万円 28億7,101万円

特別会計名 歳入歳出

国民健康保険 67億9,700万円

後期高齢者医療 19億9,900万円

介護保険 87億1,500万円

工業団地事業 14億7,300万円

駐車場事業 9,480万円

宅地造成事業 1,900万円

電気事業 １億6,300万円

合　計 192億6,080万円

一般会計 予算総額 ５１２５１２億円億円

特別会計 下水道事業会計

【地方交付税】　5.3％
（国から配分されるお金）

27億3,000万円
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【市税】 38.9％

（市民の皆さんや市内の

�事業所が納める税金）

199億476万円

【国・県支出金】 24.2％

（国や県が必要だと認めた
事業に配分されるお金）

123億8,960万円

【市債】 10.8％
（借金）55億1,130万円

その他 20.8％

106億6,435万円
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【民生費】 30.2％

（保育園の運営、生活保護、
高齢者や障がい者の支援）

154億9,793万円 

【総務費】 12.1％
（地域づくりの支援など）

61億8,019万円

【教育費】 17.9％
（学校の整備、運営）91億4,467万円

【土木費】 13.0％

（道路や公園の整備）66億6,892万円

【公債費】 7.8％
（借金の返済）39億9,946万円

その他 19.0％

97億884万円

　２月通常議会では、議長を除く25名の議員で構成する予算特別委員会を組織し、令和７年度予算を審査しました。

充実した子育て支援施策の継続や統合北上中学校の建設事業、工業団地周辺の道路整備事業などにより、過去最

大規模の予算となっています。

より良い教育環境整備

教育費…前年度比 約13.3億円 増

子育て世帯の経済的負担軽減策

・子ども・妊産婦医療費給付事業

・放課後児童健全育成事業

・妊娠・出産包括支援等事業　など

【国民健康保険特別会計】

　被保険者の減少が見込まることにより、岩手県から

交付される普通交付金が減額となり、前年度比３億

2,400万円の減。

【工業団地事業特別会計】

　北上工業団地および北部産業業務団地業の造成工事

費の減により、前年度比８億3,300万円の減。

▶

▶

※�表示単位未満四捨五入のため、合

計が一致しない場合があります。

・統合北上中学校建設事業

・市内高校等下宿等利用支援事業

・北上市コミュニティ・スクール等

　推進事業　

・小学生新聞定期購読事業　　　など

第 301 回２月
通常会議
議決結果

賛否の
分かれたもの
賛成〇�反対●

賛否 北上まほろばクラブ 新清会 北新ネット 北政会
日本共産党
北上市議団 無会派
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議案第 81 号 21 4 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 議

議案第 82 号 21 4 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 議

議案第 84 号 22 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 議

議案第 86 号 22 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

発議案第 10 号 14 11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 議

賛否が分かれた案件　第301 回２月通常会議

＊議案第 81 号　　令和７年度北上市一般会計予算 (→詳細はＰ２～５参照 )

＊議案第 82 号　　令和７年度北上市国民健康保険特別会計予算 (→詳細はＰ４～５参照 )

＊議案第 84 号　　令和７年度北上市介護保険特別会計予算 (→詳細はＰ４～５参照 )

＊議案第 86 号　　令和７年度北上市駐車場事業特別会計予算 (→詳細はＰ４参照 )

＊発議案第10号　　インボイス制度（適格請求書等保存方式）の廃止を求める意見書(→詳細は下記参照)

議決
結果

（○…賛成、●…反対、議…議長＊）　＊議長は裁決に加わりません。

賛成討論 反対討論

一般会計、国民健康保険特別会計、介護保険特別会

計の予算に反対

　　　　　　　　　　　　　　髙橋　久美子　議員

　物価高騰で生活が厳しい中、市民に寄り添う予算

になっていない。家庭ごみ袋手数料は受益者負担だ

と言うが、ごみ収集は不可避のサービスであり個々

の選択で回避できるものではない。任意のサービス

に対する支払いとは性質が違い受益者負担ではない。

手数料は軽減すべき。国保会計では、子どもが生ま

れるたびに 1万 3,300 円の均等割負担があり子育て

支援に逆行している。数年後に枯渇すると説明があ

る財政調整基金は 10 億円以上維持している。年間

193 万円あれば実現できる小学校就学前の均等割は

ゼロにすべき。

全ての予算に賛成

　　　　　　　　　　　　　　高橋　晃大　議員

　令和７年度当初予算は過去最大の512億円で、総

合計画５年目として「ひと」「なりわい」「くら

し」「しくみ」を基本目標に掲げ、持続可能なまち

づくりに向けて子育て支援や産業振興、福祉体制の

充実が図られており、新たな事業として産後ケア事

業や中小企業支援、障がい者支援体制の強化、集落

支援員設置による地域支援が計画されている。特別

会計予算には国民健康保険の安定運営や工業団地整

備の推進などが含まれており、総合計画に基づくま

ちづくりを促進する予算案となっている。 民生費…前年度比 約12.2億円 増

意見書
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委
託
料

の
増
加
に
よ
る

も
の
。

道
路
橋
り
ょ
う
災
害
復
旧
事
業

（
単
独
）

（
５
８
５
６
万
３
千
円
）

　

令
和
６
年
８
月
の
大
雨
で
崩
落

し
た
秋
田
自
動
車
道
宮
沢
橋
下
法

面
の
法
定
外
道
路
に
係
る
災
害
復

旧
費
の
計
上
に
よ
る
も
の
。

補正
予算

道
路
除
排
雪
事
業
（
２
億
円
）

　

２
月
ま
で
の
降
雪
実
績
と
今
後

の
見
込
に
よ
る
除
雪
委
託
料
の
増

加
に
よ
る
も
の
。

黒
沢
尻
北
小
学
校
長
寿
命
化
改
良

事
業

（
１
億
８
３
８
９
万
９
千
円
）

　

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
た
長

寿
命
化
に
か
か
る
工
事
費
な
ど
を

計
上
し
た
も
の
。

江
釣
子
小
学
校
屋
上
防
水
・
外
壁　

改
修
事
業

（
１
億
５
６
８
６
万
９
千
円
）

　

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
た
屋

上
防
水
・
外
壁
改
修
に
か
か
る
工

事
費
な
ど
を
計
上
し
た
も
の
。

飯
豊
中
学
校
長
寿
命
化
改
良
事
業

（
６
億
４
４
３
２
万
３
千
円
）

　

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
た
長

寿
命
化
に
か
か
る
工
事
費
な
ど
を

計
上
し
た
も
の
。

令
和
７
年
度
北
上
市
一
般
会
計
補　
　

正
予
算
（
第
１
号
）

貨
物
運
送
事
業
者
運
行
支
援
補
助　
　

金
（
臨
時
交
付
金
）

（
２
４
８
８
万
５
千
円
）

　

燃
料
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け

て
い
る
市
内
貨
物
運
送
事
業
者
に
、

１
台
あ
た
り
に
定
額
の
補
助
を
行

う
も
の
。

省
力
化
・
省
エ
ネ
設
備
投
資
応
援

事
業
（
臨
時
交
付
金
）

（
２
０
０
０
万
円
）

　

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
て
省

力
化
・
省
エ
ネ
を
推
進
す
る
た
め

の
設
備
投
資
を
す
る
中
小
事
業
者

へ
補
助
を
す
る
も
の
。

公
共
交
通
燃
料
価
格
高
騰
対
策
支

援
金
（
臨
時
交
付
金
）

（
５
１
０
万
円
）

　

燃
料
価
格
高
騰
の

影
響
を
受
け
て
い
る

交
通
事
業
者
に
、
タ
ク
シ
ー
・
バ

ス
１
台
あ
た
り
に
定
額
の
支
援
金

を
交
付
す
る
も
の
。

　

提
案
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予

算
は
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

条例

北
上
市
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
の
運
営

面
の
改
善
と
、
質
の
高
い
企
画
展

示
な
ど
の
提
供
の
観
点
か
ら
、
月

曜
日
を
全
館
休
館
日
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

Ｑ　

�

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
の
対

応
は
。
閉
館
時
間
を
午
後
10

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
変

更
し
て
い
る
が
、
夜
の
時
間

帯
に
講
堂
を
使
用
し
た
い
場

合
の
対
応
は
。

Ａ　

 

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開

館
し
、
火
曜
日
を
休
館
と
す

る
。
午
後
５
時
以
降
に
講
堂

な
ど
の
利
用
予
約
が
あ
れ
ば

対
応
す
る
。

北
上
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協

議
会
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
の
「
い
じ
め
の
重
大
事
態
の

調
査
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
沿
っ
た
適
切
な
対
応
を
行
う
た

め
に
、
い
じ
め
で
児
童
な
ど
の
生

命
心
身
ま
た
は
財
産
に
重
大
な
被

害
、
相
当
の
期
間
、
学
校
を
欠
席

す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
疑
い
が
あ
る
と
き
な
ど
の
「
い

じ
め
重
大
事
態
事
案
」
が
発
生
し

た
際
の
調
査
を
行
う
「
北
上
市
い

じ
め
対
策
専
門
員
会
」に
代
わ
り
、

「
北
上
市
い
じ
め
調
査
員
会
」
及

び
再
調
査
を
行
う
「
北
上
市
い
じ

め
再
調
査
委
員
会
」
を
設
置
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

北
上
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

建
築
基
準
法
お
よ
び
建
築
物

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
等

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
建
築
確
認
申
請
や
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
手
数

料
な
ど
、
事
務
手
数
料
の
新
設
、

改
正
を
行
う
も
の
。

　

以
上
の
他
、
９
件
の
条
例
が
提

案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

第３００回

１月
臨時会議

令
和
６
年
度
北
上
市
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
11
号)

物
価
高
騰
対
応
非
課
税
世
帯
給

付
金

�(

２
億
５
１
５
３
万
７
千
円) 

　

物
価
高
騰
に
よ
る
家
計
の
負

担
増
を
踏
ま
え
、
特
に
家
計
へ

の
影
響
が
大
き
い
住
民
税
均
等

割
非
課
税
世
帯
に
対
し
て
、
１

世
帯
当
た
り
３
万
円
を
給
付
す

る
も
の
。

物
価
高
騰
対
応
非
課
税
世
帯
給

付
金(

子
育
て
世
帯
へ
の
加

算)(

１
８
２
０
万
５
千
円)

�

　

令
和
６
年
度
物
価
高
騰
対
応

非
課
税
世
帯
給
付
金
対
象
と

な
っ
て
い
る
令
和
６
年
度
住
民

税
均
等
割
非
課
税
世
帯
へ
の
加

算
と
し
て
、
当
該
世
帯
に
お
い

て
扶
養
さ
れ
て
い
る
18
歳
以
下

の
児
童
１
人
当
た
り
２
万
円
を

支
給
す
る
も
の
。

　平成３年４月５日に開会した４月通常

会議を第１回として、令和７年１月臨時

会議で 300 回の節目を迎えました。

　これを記念し、第 300 回記念行事とし

て北上市民の歌「きらめいて」を斉唱し

ました。

常任委員会では、政策提言（*）に向けて行政視察を行いました。

各常任委員会の視察概要をご紹介します。

レポート

11 月 13 日から 15 日にかけて、

栃木県鹿沼市、千葉県市原市、静

岡県富士市を視察しました。

視察内容

・�消防団を中核とした地域防災力

の充実強化について

・�自助、共助による防災体制の強

化について（小学校単位での地

区防災の取り組み）

・�個別避難計画づくりの推進等に

ついて

委員会

総務常任委員会

地域防災力の

　強化に向けて

教育民生常任委員会

困難を抱える

子どもの支援は

11 月 13 日から 15 日にかけて、

宮城県角田市、栃木県小山市、福

井県三方上中郡若狭町を視察しま

した。

視察内容

・�角田市西根地区における農地の

集積・集約の取り組みについて

・�コミュニティバス「おーバス」

の取り組みについて

・合葬墓について

・�農業の担い手確保に向けた取り

組みについて（かみなか農楽舎）

産業環境常任委員会

10 月 31 日から 11 月１日にかけ

て、愛知県名古屋市、京都府京都

市、大阪府豊能郡能勢町を視察し

ました。

視察内容

・�子どもの権利相談室「なごもっ

か」の取り組みについて

・�学びの多様化学校　京都市立洛

友中学校の取り組み

・�困難を抱える子どもの早期発見

と支援につなげる取り組み

北上市議会300回記念北上市議会300回記念

ユーチューブ

「１月臨時会議」

＊�政策提言とは、議会が主体となって将来の北上市の政策に関

する立案を行い、その内容を取りまとめた提言書を市長など

に提出することで政策の実現を目指すことです。詳細は行政

視察報告書をご覧ください。

◀
千
葉
県
市
原
市
議
会

◀
か
み
な
か
農
楽
舎

◀
子
ど
も
の
権
利
相
談
室

　

「な
ご
も
っ
か
」

学
校
施
設
の
活
用
、
老
朽
化
対
策

に
向
け
た
事
業
を
実
施

「
い
じ
め
重
大
事
態
事
案
」
が

　
　
　

発
生
し
た
際
の

調
査
機
関
を
設
置

物
価
高
騰
に
よ
る

家
計
負
担
軽
減
へ

２
月
通
常
会
議

ホームページ

「行政視察報告書」

農地集約の推進

農業の担い手確保
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新清会

Ｑ　

�

大
学
は
地
域
に
夢
と
希

望
を
与
え
る
と
は
。

Ａ　

�

基
本
構
想
策
定
委
員
会

で
、
大
学
は
地
域
に
夢

と
希
望
を
与
え
る
と
い

う
意
見
を
頂
き
「
ひ
と

づ
く
り
」
と
「
ま
ち
づ

く
り
」
が
両
輪
と
な
り

「
新
し
い
価
値
づ
く

り
」
と
い
う
、
市
が
考

え
る
大
学
設
置
の
方
向

性
と
一
致
す
る
も
の
。

Ｑ　

�

大
学
院
の
必
要
性
と
は
。

Ａ　

�

大
学
院
が
な
け
れ
ば
優

秀
な
教
員
が
集
ま
ら
な

い
、
交
換
留
学
や
海
外

か
ら
優
秀
な
学
生
を
呼

ぶ
際
、
大
学
院
だ
と
来

て
く
れ
る
。

Ｑ　

�

優
れ
た
や
る
気
の
あ
る

高
校
生
の
受
け
皿
と
な

る
、
今
ま
で
の
大
学
と

違
う
大
学
を
目
指
す
べ

き
で
は
。

Ａ　

�

進
学
校
出
身
の
学
生
だ

け
で
は
な
く
、
実
業
高

校
出
身
の
学
生
に
も
門

戸
を
開
き
、
意
欲
あ
る

学
生
、
探
求
心
旺
盛
な

学
生
に
多
く
集
ま
っ
て

欲
し
い
。
ま
た
特
徴
あ

る
教
育
に
よ
る
「
尖
っ

た
大
学
」
を
目
指
す
。

  大学設置に関して

  策定委員会の意見は

Ｑ　

��

ク
マ
・
シ
カ
・
イ
ノ
シ

シ
な
ど
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
防
止
の
た
め
、

地
域
と
ど
の
よ
う
に
連

携
し
て
対
策
を
強
化
し

て
い
く
の
か
。

Ａ　

�

地
域
の
方
々
と
の
情
報

交
換
や
現
地
確
認
と
あ

わ
せ
て
専
門
家
か
ら
も

定
期
的
に
助
言
を
頂
き
、

農
作
物
被
害
対
策
や
ク

マ
と
の
不
意
の
遭
遇
に

よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め

の
刈
り
払
い
や
放
任
果

樹
の
伐
採
な
ど
、
生
息

環
境
の
管
理
を
進
め
て

行
く
。

Ｑ　

�

令
和
７
年
度
か
ら
新
た

に
設
置
す
る
集
落
支
援

員
と
は
。

Ａ　

�

和
賀
・
川
東
地
域
か
ら

地
域
で
取
り
組
み
た
い

事
柄
を
募
り
、
事
柄
に

取
り
組
む
集
落
支
援
員

を
公
募
・
選
考
の
上
、

委
嘱
し
、
支
援
室
と
連

携
し
て
課
題
解
決
に
取

り
組
む
。

そ
の
他
の
質
問

・�

「
子
育
て
寄
り
添
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

・�

「
多
様
な
人
材
が
働
き
や

す
い
環
境
の
向
上
」
に
つ

い
て

・�

「
健
康
と
安
心
の
地
域
づ

く
り
推
進
」
に
つ
い
て

・�

「
モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

事
業
」
に
つ
い
て　

な
ど

そ
の
他
所
属
議
員

齊さ
い
と
う藤　

金か
ね
ひ
ろ浩　

議
員

居い

こ

ま駒　

勉
つ
と
む　

議
員

藤ふ

じ

た田　

民た

み

お生　

議
員

高た
か
は
し橋　

晃あ
き
ひ
ろ大　

議
員

佐さ

と

う藤　

惠け

い

こ子　

議
員

代表質問者

藤
ふじわら

原　常
つ ね お

雄�議員

  

市
長
の
市
政
運
営
方
針

  

よ
り

Ｑ　

�

大
学
設
置
に
係
る
財
政

費
用
な
ど
を
精
査
す
べ

き
で
は
。

Ａ　

 

現
在
の
運
営
費
試
算
に

は
専
門
的
な
機
器
類
の

更
新
費
は
見
込
ん
で
い

な
い
が
、
計
画
が
進
ん

で
い
っ
た
段
階
で
精
査

し
て
い
き
た
い
。
建
設

費
に
つ
い
て
は
、
中
長

期
的
な
財
政
見
通
し
を

精
度
を
上
げ
て
示
す
必

要
が
あ
る
。
た
だ
し
、

20
年
後
ま
で
見
渡
す
事

は
難
し
い
の
で
、
予
測

で
き
る
範
囲
で
示
し
た

い
。

Ｑ　

�

大
学
設
置
基
本
構
想
が

ま
と
ま
っ
て
か
ら
市
民

へ
の
説
明
は
。
次
の
段

階
の
予
算
計
上
は
６
月

で
は
な
く
、
も
っ
と
議

論
を
尽
く
し
て
か
ら
に

す
べ
き
で
は
。

Ａ　

�

今
ま
で
も
46
回
、
地
域

や
団
体
へ
説
明
し
て
き

た
。
基
本
構
想
が
ま
と

ま
っ
た
後
も
説
明
は
続

け
て
い
く
が
、
国
の
理

系
人
材
養
成
の
補
助
金

申
請
が
秋
頃
と
な
る
事

も
考
慮
し
て
、
次
へ
の

予
算
計
上
の
時
期
は
考

え
た
い
。

Ｑ　

�

今
の
と
こ
ろ
１
件
当
た

り
約
44
万
円
の
コ
ス
ト

が
掛
か
っ
て
い
る
。
低

減
策
は
。

Ａ　

�

委
託
業
務
の
一
部
を
こ

れ
ま
で
の
事
業
者
か
ら

市
内
事
業
者
へ
切
り
替

え
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト

の
低
減
お
よ
び
現
場
対

応
の
効
率
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
る
。

Ｑ　

�

１
人
１
台
端
末
に
よ
る

デ
ジ
タ
ル
新
聞
閲
覧
の

狙
い
は
。
ま
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ

導
入
に
よ
る
教
員
の
負

担
増
の
懸
念
は
。

Ａ　

�

４
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の
端
末
に
新
聞
を
閲

覧
で
き
る
ア
プ
リ
を
導

入
す
る
も
の
で
、
子
ど

も
た
ち
の
読
解
力
な
ど

の
向
上
を
狙
う
。
導
入

に
よ
っ
て
新
た
な
教
育

内
容
が
増
え
る
も
の
で

は
な
く
、
授
業
の
中
で

活
用
し
て
い
く
た
め
の

も
の
。
学
校
現
場
の
負

担
増
と
な
ら
な
い
よ
う

に
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・�

米
価
対
策
と
農
業
施
策
に

つ
い
て

・�

教
育
行
政
の
推
進
体
制
に

つ
い
て

・�

小
学
校
の
通
学
支
援
に
つ

い
て

関
連
質
問
者

平ひ

ら

の野　

明あ
き
の
り紀　

議
員

そ
の
他
所
属
議
員

千ち

だ田　

優ゆ

う

こ子　

議
員

白し
ら
と
り鳥　

顕け

ん

し志　

議
員

八や

え

が

し

重
樫　

民た
み
の
り德　

議
員

佐さ

さ

き

々
木　

護
ま
も
る　

議
員

梅う

め

き木　

忍
し
の
ぶ　

議
員

北上まほろばクラブ

代表質問者

三
み や け

宅　靖
やすし

�議員

  大学設置についての議論を

　
 Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
教
育
に
新
聞

を
）
の
推
進
は

　２月通常会議では、各会派の代表者５人が質問しました。

代表質問とは

　新年度当初予算を審議する会議（２月通常会議）および市

長が就任して初めての会議で、会派の代表者が市政や市の教

育方針について質問を行うものです。また、会派に所属する

議員が関連する事項について質問をします。

代表質問

　
モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
の
コ
ス
ト
低
減
策
は
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Ｑ　

�

米
ひ
と
め
ぼ
れ
10
㎏

６
５
０
０
円
、
キ
ャ
ベ

ツ
１
玉
４
０
０
円
な
ど
、

食
料
品
の
高
騰
が
家
計

を
圧
迫
し
て
い
る
。
学

校
給
食
費
無
償
化
を
実

施
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
�

物
価
高
騰
に
よ
る
食
材

高
騰
分
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
が
、
完
全
無
償

化
は
考
え
て
い
な
い
。

国
が
令
和
８
年
度
小
学

校
給
食
の
無
償
化
実
現

を
発
表
し
た
こ
と
か
ら

動
向
を
注
視
す
る
。

Ｑ　

�

国

保

税

就

学

前

の

子

ど

も

均

等

割

１
万
３
３
０
０
円
の
廃

止
は
１
９
３
万
円
の
財

源
で
可
能
。
子
育
て
支

援
策
と
し
て
実
施
す
べ

き
で
は
。

Ａ　

�

国
保
の
財
政
見
通
し
は

歳
出
が
歳
入
を
上
回
り

基
金
の
枯
渇
も
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
子
ど

も
の
均
等
割
廃
止
は
考

え
て
い
な
い
。

Ｑ　

�

低
所
得
・
生
活
保
護
世

帯
へ
ご
み
袋
無
料
配
布

は
。

Ａ　

�

ご
み
排
出
量
に
応
じ
た

処
理
費
用
の
応
益
負
担

を
原
則
と
す
る
こ
と
か

ら
、
無
料
化
の
考
え
は

な
い
。

  物価高騰から

　住民のくらし支える施策を

Ｑ　

�

昨
年
の
「
令
和
の
米
騒

動
」
は
、
農
業
の
再
生
、

食
料
の
安
定
供
給
の
重

要
性
を
示
し
た
。
農
業

従
事
者
確
保
や
農
業
の

役
割
へ
の
見
解
は
。

Ａ　

�

担
い
手
確
保
の
た
め

「
農
業
人
フ
ェ
ア
」
で

の
情
報
提
供
の
ほ
か
、

新
規
就
農
者
の
経
験
受

け
入
れ
農
家
紹
介
、
親

元
就
農
支
援
を
実
施
。

農
業
は
食
料
の
生
産
・

供
給
の
ほ
か
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
役

割
な
ど
を
担
う
重
要
な

産
業
で
あ
る
。

Ｑ　

�

農
産
物
の
販
売
促
進
の

た
め
、
農
業
者
が
ネ
ッ

ト
販
売
す
る
際
の
輸
送

費
補
助
を
実
施
し
、
農

業
者
の
所
得
増
を
実
現

す
る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ　

�

農
産
物
は
基
本
的
に
生

産
者
が
販
売
す
る
も
の

で
あ
り
、
ネ
ッ
ト
販
売

に
対
す
る
行
政
の
関
わ

り
方
は
、
他
市
の
取
り

組
み
事
例
を
情
報
収
集

し
、
市
産
業
ビ
ジ
ョ
ン

の
中
間
見
直
し
に
合
わ

せ
調
査
・
研
究
し
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

・�

２
０
２
５
年
問
題
に
つ
い

て
・�

ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
の
解
消

に
つ
い
て

・�

北
上
市
立
大
学
設
置
に
つ

い
て

・�

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て

・�

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の

支
援
に
つ
い
て

・�

特
別
支
援
学
校
高
等
部
分

教
室
の
設
置
に
つ
い
て

そ
の
他
所
属
議
員

田た

じ

ま島　

清き

よ

み美　

議
員

髙た
か
は
し橋　

久く

み

こ

美
子　

議
員

代表質問者

安
あんとく

德　壽
す み こ

美子�議員

  

農
業
の
強
固
な
経
済

　
基
盤
の
確
立
を

Ｑ　

�

基
本
計
画
策
定
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
学
長
以
下

ス
タ
ッ
フ
の
選
任
は
。

Ａ　

�

現
在
、
基
本
構
想
策
定

に
注
力
し
、
設
置
の
最

終
判
断
、
庁
内
意
志
決

定
の
後
、
具
体
的
検
討

に
着
手
す
る
。
学
長
、

教
員
、
事
務
ス
タ
ッ
フ

の
人
選
は
市
立
大
学
成

功
の
鍵
で
あ
り
、
学
生

の
安
定
的
確
保
に
向
け
、

こ
れ
ま
で
の
人
脈
、
関

係
機
関
と
の
連
携
で
、

最
大
限
の
努
力
が
必
要

と
な
る
。

Ｑ　

�

建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

開
学
ま
で
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
整
合
性
は
。

Ａ　

�

開
学
時
期
は
早
く
て
令

和
12
年
４
月
、
準
備
期

間
は
５
年
間
、
タ
イ
ト

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
が

実
現
可
能
で
あ
る
。

Ｑ　

�「
市
立
大
学
法
人
」
設

立
の
運
営
メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ　

�

市
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

教
職
員
の
非
公
務
員

化
、
校
舎
の
法
人
所
有

に
よ
っ
て
人
事
や
校
舎

の
管
理
が
不
要
と
な
る
。

大
学
側
と
し
て
も
、
学

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
り
迅
速
、
柔
軟
、

戦
略
性
あ
る
独
自
の
運

営
が
可
能
と
な
る
。

 市立大学実現の課題について

Ｑ　

�

日
本
語
教
育
体
制
強
化

の
具
体
策
は
。

Ａ　

�

交
流
セ
ン
タ
ー
で
の
日

本
語
教
室
を
６
月
頃
よ

り
予
定
す
る
と
と
も
に
、

外
国
人
受
講
生
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
日
本
語
教

室
パ
ー
ト
ナ
ー
を
養
成

す
る
研
修
会
も
開
催
し

て
い
く
。

Ｑ　

�

庁
内
横
断
的
な
外
国
人

市
民
へ
の
対
応
強
化
に

つ
い
て
。

Ａ　

�

市
長
、
副
市
長
、
教
育

長
、
各
部
長
で
構
成
す

る
「
多
文
化
共
生
推
進

本
部
」
を
、
外
国
人
と

日
本
人
が
お
互
い
快
適

に
暮
ら
す
ま
ち
に
す
べ

く
、
市
長
が
本
部
長
と

な
り
、
部
署
連
携
を
強

化
し
進
め
て
い
く
。
地

域
づ
く
り
組
織
と
の
連

携
強
化
を
国
際
交
流
協

会
の
協
力
の
下
、
交
流

イ
ベ
ン
ト
開
催
し
、
地

域
、
企
業
、
市
民
団
体

な
ど
と
協
働
で
進
め
、

共
に
学
び
あ
う
機
会
を

増
や
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・�

北
上
駅
西
口
か
ら
本
通
り

地
区
ま
で
の
再
開
発
に
つ

い
て

・�

「
不
登
校
・
い
じ
め
」
の

児
童
・
生
徒
増
加
対
応
に

つ
い
て

そ
の
他
所
属
議
員

藤ふ
じ
わ
ら原　

慶け
い　

議
員

小こ

だ

し

ま

田
島　

德と
く
ゆ
き幸　

議
員

代表質問者

阿
あ べ

部　眞
ま き お

希男�議員

  

外
国
人
労
働
者
急
増

　
へ
の
対
応
に
つ
い
て

Ｑ　

�

市
は
大
学
設
置
の
目
的　

を
①
半
導
体
関
連
の
人　

材
確
保
②
若
者
の
流
出　

を
防
ぐ
③
ま
ち
の
に
ぎ

わ
い
の
創
出
と
説
明
し

た
。
県
の
半
導
体
関
連

人
材
育
成
施
設
が
４
月

に
開
設
さ
れ
、
今
後
若

者
の
流
出
は
増
加
を
た

ど
り
、
大
学
卒
業
後
に

地
元
に
残
る
学
生
も

数
％
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
百
貨
店
誘
致
に
よ

る
再
開
発
も
倒
産
や
撤

退
で
こ
の
地
域
の
に
ぎ

わ
い
を
年
々
減
少
さ
せ

て
い
る
。
こ
の
流
れ
を

ど
う
分
析
さ
れ
る
の
か
。

Ａ　

�

当
初
か
ら
一
貫
し
て
大

学
を
若
者
の
流
出
抑

制
・
流
入
促
進
や
賑
わ

い
の
創
出
、
人
材
育

成
・
確
保
と
い
っ
た
ま

ち
の
課
題
解
決
の
手
段

の
一
つ
と
説
明
し
て
お　

り
、
「
新
し
い
価
値
づ

く
り
」
の
考
え
に
変
わ

り
な
い
。
大
学
の
あ
る

ま
ち
の
様
々
な
効
果
も

当
初
か
ら
言
及
し
て
い

た
。
大
学
を
人
口
減
少

時
代
の
生
き
残
り
戦
略

と
し
て
、
役
割
を
果
た

す
意
義
を
改
め
て
確
認

し
て
い
る
。

Ｑ　

�

令
和
５
年
度
に
発
覚
し

た
市
内
の
学
校
に
お
け

る
イ
ジ
メ
の
「
重
大

事
態
の
件
」
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
経
過

と
現
状
は
。
ま
た
第
三

者
委
員
会
が
設
置
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
結

論
は
い
つ
頃
に
な
る
の

か
。
さ
ら
に
、
今
般
の

重
大
事
態
の
件
を
含
め

て
「
学
校
に
お
け
る
イ

ジ
メ
問
題
」
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
お
よ
び
学

校
現
場
の
対
応
の
反
省

点
と
今
後
の
再
発
防
止

策
を
具
体
的
に
示
し
て

は
ど
う
か
。

Ａ　

�

い
じ
め
重
大
事
態
に
つ

い
て
は
対
策
専
門
委
員

会
、
い
わ
ゆ
る
第
三
者

機
関
に
よ
る
調
査
が
実

施
途
中
で
あ
り
、
終
了

時
期
に
つ
い
て
は
示
さ

れ
て
い
な
い
。
今
後
の

対
応
策
に
つ
い
て
は
早

期
発
見
に
努
め
、
被
害

者
に
寄
り
添
っ
た
組
織

的
な
対
応
を
行
う
よ
う

学
校
に
対
し
て
指
導
し

た
。
校
長
会
議
に
お
い

て
も
組
織
的
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
か
再
確
認

の
指
示
を
し
た
。

そ
の
他
の
質
問

・�

本
通
り
二
丁
目
地
域
の
再

開
発
事
業
計
画
に
つ
い
て

・�

教
育
委
員
会
と
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
現
場
に
お
け
る
教

職
員
へ
の
Ｄ
Ｘ
、
Ａ
Ｉ
に

つ
い
て
の
対
応
方
針

そ
の
他
所
属
議
員

原は
ら　

利と
し
み
つ光　

議
員

北政会

代表質問者

高
たかはし

橋　孝
こ う じ

二�議員

  大学設置の目的が

　破綻しているのでは

　
学
校
に
お
け
る
イ
ジ
メ

　
問
題
の
再
発
防
止
策
は

太お

お

た田　

洋よ
う
い
ち市　

議
員
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一 般 質 問 ２
月
通
常
会
議千

ち だ

田� 優
ゆ う こ

子� 議 員

今を大切にすることは未来を

大切にすること

①　�不登校傾向にある児童生徒の

校内の居場所の設置について

②　�中学校部活動地域移行 (地域

展開 )について

今回の質問

Ｑ　

 

市
内
全
校
に
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ　
�

不
登
校
傾
向
に
あ
る
児
童
が
い
な
い
５
校
を
除
く

市
内
小
中
学
校
に
支
援
セ
ン
タ
ー
を
置
い
て
い
る
。

現
在
の
居
場
所
を
工
夫
し
な
が
ら
継
続
し
て
い
く
。

Ｑ　

 

部
活
動
地
域
移
行
の
市
の
指
針
が
必
要
で
は
な
い

か
。

Ａ　

�

今
年
度
試
行
し
た
仕
組
み
を
来
年
度
も
行
っ
て
い

く
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
基
に

学
校
長
や
関
係
団
体
と
協
議
し
、
令
和
８
年
度
の

本
格
実
施
に
向
け
て
取
り
組
む
。

　
　
　
　

全
学
校
に
安
心
の
居
場
所
を
！

全
学
校
に
安
心
の
居
場
所
を
！

　
　

部
活
動
地
域
移
行
は
？

　
　

部
活
動
地
域
移
行
は
？

齊
さ い と う

藤� 金
か ね ひ ろ

浩� 議 員

Ｑ　

�

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
エ
コ
推
進
事
業
の
成
果
と
反
省

点
は
。

Ａ　

�

成
果
は
有
機
農
業
者
同
士
の
つ
な
が
り
が
で
き
た

こ
と
や
、
専
門
知
識
の
習
得
が
で
き
た
こ
と
な
ど

で
あ
る
。
反
省
点
と
し
て
は
、
生
業
と
し
て
の
有

機
農
業
の
拡
大
に
繋
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

Ｑ　

�

当
市
独
自
の
有
機
米
作
付
け
促
進
交
付
金
の
創
設

に
つ
い
て
。

Ａ　

�

小
規
模
農
家
に
対
し
て
各
種
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
。

　
　
　
　

有
機
米
作
付
け
促
進
交
付
金
の

有
機
米
作
付
け
促
進
交
付
金
の

　
　

創
設
は
出
来
る
か

　
　

創
設
は
出
来
る
か

Ｑ　

 

自
治
会
な
ど
、
地
域
の
活
動
が
困
難
に
な
る

事
例
が
出
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
状
況
を
ど

う
捉
え
る
か
。

Ａ　

�

文
書
配
布
や
地
域
の
施
設
管
理
な
ど
、
人
口

減
少
や
高
齢
化
、
自
治
活
動
に
参
加
す
る
住

民
の
減
少
に
よ
り
、
業
務
の
維
持
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

�

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
課
題
を
ど
う
考
え
る
か
。

Ａ　
�

地
域
課
題
の
変
化
を
捉
え
、
や
り
方
を
変
え

る
柔
軟
な
姿
勢
が
大
事
と
考
え
る
。

　
　
　
　

自
治
会
・
市
民
活
動
へ
の

自
治
会
・
市
民
活
動
へ
の

　
　

支
援
強
化
が
必
要
で
は
な
い
か

　
　

支
援
強
化
が
必
要
で
は
な
い
か

Ｑ　

 

２
０
２
４
年
か
ら
２
０
２
６
年
の
「
第
９
期
介
護

保
険
事
業
計
画
」
で
介
護
事
業
の
基
本
報
酬
が

２
％
～
３
％
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
減
収
に
よ
り
、

現
在
中
小
訪
問
介
護
事
業
所
の
多
く
が
不
採
算
で

あ
る
。
市
と
し
て
支
援
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

Ａ　

�

国
が
定
め
る
も
の
に
従
う
こ
と
が
望
ま
し
く
、
介

護
現
場
の
実
態
や
適
切
な
介
護
報
酬
と
な
る
よ
う

全
国
市
長
会
な
ど
の
場
を
通
じ
て
、
引
き
続
き
国

へ
要
望
し
て
い
く
。

　
　
　
　

訪
問
介
護
の
経
営
を
支
え
る

訪
問
介
護
の
経
営
を
支
え
る

　
　

独
自
の
支
援
を
！

　
　

独
自
の
支
援
を
！

Ｑ　

�

女
性
の
社
会
進
出
を
阻
む
と
言
わ
れ
る
、
家
事
育

児
、
自
宅
で
介
護
が
必
要
な
場
合
の
主
な
担
当
。

長
年
に
渡
る
無
意
識
に
染
み
つ
い
た
固
定
観
念
を

取
り
除
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

Ａ　

�

性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
を
解
消
し
、

誰
も
が
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て
自
分
の
生
き
方
を

選
択
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
男
女
共
同
参

画
の
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
、
研
修
会
、
産
前
教
室
な

ど
機
会
を
捉
え
て
啓
発
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し

て
い
く
。

　
　
　
　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
を

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
を

　
　

目
指
し
て

　
　

目
指
し
て

Ｑ　

 

６
次
産
業
化
に
取
り
組
む
人
材
育
成
、
農
商

工
の
マ
ッ
チ
す
る
機
会
の
創
出
は
。

Ａ　

�

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
や
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

の
相
談
体
制
の
強
化
で
、
必
要
な
支
援
や
情

報
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
首
都

圏
と
の
「
リ
モ
ー
ト
商
談
会
」
で
、
商
品
開

発
、
販
路
拡
大
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
農
商
工
連
携
を
推
進
す
る
。
令
和
７
年

度
に
北
上
市
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
間
見
直
し

で
、
農
業
者
な
ど
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
新
た

な
施
策
を
調
査
研
究
す
る
。

　
　
　
　

北
上
産
農
産
物
の

北
上
産
農
産
物
の

　
　

６
次
産
業
化
推
進
を
！

　
　

６
次
産
業
化
推
進
を
！

Ｑ　

 

２
０
４
０
年
に
超
超
高
齢
化
社
会
が
到
来
し
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
危
ぶ
ま
れ
る
が

備
え
は
。

Ａ　

�

他
市
と
比
べ
、
当
市
の
人
口
減
少
幅
は
緩
や
か
だ

が
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
改
定
と
分
析
結
果
を
後
期
総

合
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

Ｑ　

 

人
口
減
少
に
伴
い
社
会
が
縮
小
す
る
中
で
の
大
学

設
置
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
優
先
順
位
と
し
て
妥
当

か
。

Ａ　

�

大
学
設
置
に
よ
る
企
業
の
経
済
活
動
の
維
持
・
発

展
が
税
収
確
保
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
手
段
と

考
え
る
。

　
　
　
　

２
０
４
０
年
問
題
を

２
０
４
０
年
問
題
を

　
　

市
民
と
の
協
働
で
乗
り
切
ろ
う

　
　

市
民
と
の
協
働
で
乗
り
切
ろ
う
!!!!

Ｑ　

 

独
り
暮
ら
し
の
障
が
い
者
や
難
病
者
な
ど
、

支
援
者
が
い
な
い
場
合
や
逃
げ
る
手
段
の
確

保
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

�

浸
水
想
定
区
域
及
び
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に

住
む
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
避
難
計
画

の
策
定
を
進
め
て
き
た
。
令
和
７
年
度
は
避

難
行
動
要
支
援
者
本
人
の
心
身
の
状
況
を
考

え
、
重
度
の
障
が
い
者
や
難
病
者
の
個
別
避

難
計
画
を
優
先
的
に
作
成
す
る
こ
と
に
し
て

お
り
、
避
難
手
段
や
避
難
先
な
ど
、
実
効
性

の
あ
る
計
画
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　

避
難
行
動
要
支
援
者
に

避
難
行
動
要
支
援
者
に

　
　

実
効
性
の
あ
る
個
別
計
画
を

　
　

実
効
性
の
あ
る
個
別
計
画
を

地域づくりに有機農業を活用

しよう

田
た じ ま

島� 清
き よ み

美� 議 員

在宅介護を支える人的基盤の

確保は重要

平
ひ ら の

野� 明
あ き の り

紀� 議 員

地域の困りごとにもっとより

そう姿勢を！

①　有機農業の推進について

今回の質問

①　�介護事業所継続の支援につい

て

今回の質問
①　�市民との連携、協力によるま

ちづくりについて

②　�子どもを性的被害から守るた

めに

③　�自転車の安全利用の推進につ

いて

今回の質問

髙
たかはし

橋 久
く み こ

美 子� 議 員

ジェンダー問題は「自分ごと

として」

①　小規模事業者への支援を

②　�ジェンダーギャップ（＊）解

消を目指して

今回の質問

小
お ば ら

原� 享
き ょ う こ

子� 議 員

６次産業化に女性が参加しや

すい環境に！

①　�農業における６次産業化の推

進について

②　�避難所となる学校体育館の空

調設備の整備について

③　�からだとこころの健康を守る

プレコンセプションケアにつ

いて

今回の質問

星
ほし

� 敦
あ つ こ

子� 議 員

超超高齢化社会には大学より

福祉充実でしょ！

①　�2040 年問題の捉え方と備え

について

今回の質問

熊
く ま が い

谷� 浩
こ う き

紀� 議 員

災害が起きたら近所同士で助

け合おうよ！

①　�「災害ケースマネジメント」

について

②　�独居の障がい者、難病者の移

動手段の確保について

③　�防災・減災の取り組みについ

て

今回の質問

北上産を示すシール

＊�

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
…
男
女
の
違
い
に
よ
り
生
じ
る
様
々
な
格
差
。
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日 月 火 水 木 金 土

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

６月通常会議の日程
－議会を傍聴しませんか－

　いずれも午前10時から開催予定です。中学生以上であれば

誰でも傍聴できます。委員会を傍聴する場合は、議会事務局

で受付をお願いします。

一　般　質　問

最終日

初日

常任委員会

一般質問

　より良い紙面づくり、また、今後の

議会活動の参考とするため、皆様のご

意見・ご感想を募集しています。

ご
意
見
・
ご
感
想

は
こ
ち
ら
か
ら
↓

山伏神楽とは羽黒山（山形県）の修験者が始めた

神楽である。

長らく中断していた相去町の山根山伏神楽が見事

に復活を果たした。

優希さんは岩崎地区で外
よそじま

島神楽を舞う母の姿を映像でよく観ており、幼心に

も深い感銘を受けていた。そして優希さんの祖父は、かつて中断した外島神

楽を苦労して復活させたメンバーのひとりだった。神楽の復活に関わること

になったのは単なる偶然ではなく、老林家のDNAに導かれてのことだったのだ。

現在、優希さんは神楽のために東京と北上市を往復している。山根山伏神楽

山
やまねやまぶし
根山伏神楽（相去）

～消えかけた神楽の灯が再燃！～

ちょっとブレイク！ VOL.4

　多くの市民の皆さまに議会の情報をお届け

するため、北上市議会公式ＳＮＳで各種情報

を発信しています。ぜひフォローなどをお願

いします！

Facebook Instagram Threads X(旧Twitter)

北上市議会公式ＳＮＳ

広
報
委
員
会

�

委�

員�
長　

�

梅
木　
　

忍

�

副
委
員
長　

�
熊
谷　

浩
紀

�

委　
　

員

�

　

藤
原　

慶　
　

�
白
鳥　

顕
志

�

　

田
島　

清
美�　

原　
　

利
光

�

　

齊
藤　

金
浩　

�

佐
藤　

惠
子

インタビューを受けてくれたのは東京在住の老
おいばやしゆうき

林優希さん

（29歳）。

優希さんは以前、北上市職員として図書館や鬼の館に勤務

していた。勤務時代に、先代の山根山伏神楽の方から『復

活は、もう無理なので、権
ごんげんさま

現様を鬼の館に寄贈したい』と

いう申し出があった。

その瞬間、優希さんは何かに突き動かされるように、

こう切り出した。

『私が舞いを踊るので教えていただけませんか？』

は、活動の甲斐あって６人の踊り手がそろい、小学生

も参加するようになった。消えかけた神楽の灯が、ま

さに今、再燃し始めている。

『いつかは幕を張って、ストーリー性のある幕神楽の

演目を習得したいです。』

優希さんの瞳がキラリと輝いた。（梅）

〒
024-8501　

岩
手
県
北
上
市
芳
町
１
番
１
号
　
　
　
　
��　

　
☎
�0197-72-8233（

直
通
）　

FAX�0197-64-2123　

E
-
mail:gikai@city.kitakami.iwate.jp　

�議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
https://www.city.kitakami.iwate.jp/life/kitakamishigikai
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